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研究成果の概要（和文）： 

ネットワーク環境におけるコンテンツ情報基盤に関する総合的取組として，(1) ディジタルアー

カイブの連携性向上のためのメタデータスキーマレジストリ技術，(2) 図書館，文書館等におけ

る頑健なディジタルアーカイブのためのメタデータモデル，(3) ディジタルマンガ等の新しい形

態のコンテンツのためのメタデータモデル，(4) これらを総合的にとらえたディジタルアーカイ

ブ間連携等の課題に関する研究を進め，公開シンポジウム等の機会も通じて，ネットワーク環境

におけるディジタルアーカイブの相互運用性，利用性向上のための情報基盤に関する知見を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The goal of this research project is to clarify issues crucial to build information infrastructure which 

enhances the usability of digital resources and federation among digital archives. The main issues 

studied in this project are (1) technologies for metadata schema registry to improve interoperability 

among digital archives and efficiency of metadata development, (2) metadata and digital archive models 

for memory institutions to realize robust digital archives to keep community memory safe, (3) metadata 

models for the new types of digital resources, in particular for digital manga, which are published and 

used in the networked information environment, and (4) interoperation and linking among digital 

archives. This project hosted domestic and international symposia to discuss these issues and elaborate 

the findings in the research for building information infrastructure oriented to digital archives. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年代のインターネットの爆発以来，様々

な分野でディジタル情報資源の開発がすすめ

られ，ディジタルライブラリ，ディジタルア

ーカイブといった名前で，ディジタル情報資

源に関わる様々なサービスが様々な領域で築

き上げられてきた。こうした活動に加えて，

昨今では大規模な電子化構想等，出版社を含

めたディジタル情報資源提供の動き，雑誌，

小説，マンガ等の新しいネットワーク出版等

も進んでいる。一方， 情報資源を結び付ける

Linked Open Dataの取組が活発化している。デ

ィジタルアーカイブの世界でもこうした新し

い概念と技術を取り入れ，長期利用性の向上

をも含めたディジタルアーカイブの高度化が

強く求められている。今後，ディジタルアー

カイブをさらに発展させ，現在のみならず将

来の利用者にとっても高い利用性と信頼性を

持つ情報基盤とするには，発信・出版から流

通・保存までを見通したディジタルアーカイ

ブ間の連携性を高める必要がある。ディジタ

ルアーカイブの連携や長期利用においてキー

となるのはメタデータであり，メタデータの

視点を中心としてディジタルアーカイブに関

する総合的な研究を行う必要がある。 

 

２．研究の目的 

本研究では，ディジタルアーカイブの基盤要

素であるメタデータスキーマやオントロジ，

ならびにアーカイブのサービス形態等に関

するデータ収集と分析，提供を行い，ディジ

タルアーカイブ間連携の高度化のために必

要とされる諸要素に関する知見をまとめる

ことと，分析結果をネット上で共有可能なメ

タデータ形式で表現し，蓄積・提供・共有す

ることである。 

 

３．研究の方法 

本研究では，異なる背景を持つ研究者による

他視点からの研究を進めることとし，研究の

中心テーマであるディジタルアーカイブと

メタデータに関する総合的な検討を行うこ

ととした。研究の中心的なトピックとして，

(1) ディジタルアーカイブにおけるメタデー

タとその高度利用，(2) コミュニティによる

ディジタルアーカイブの構築と利用，(3) デ

ィジタルアーカイブと新しいネットワーク

情報環境を設定し，研究を進めた。また，本

研究においては，研究集会，シンポジウム等

の機会を設けて，意見交換を進めた。さらに，

本研究とは同時期に進められた総務省によ

る「知のデジタルアーカイブに関する研究会

（知デジ研）」ほか，本研究の代表者他が参

加する研究会等の議論等も参考にした。本研

究を開始した平成 22 年度の末の 2011 年 3 月

に東日本大震災が起きた。震災の経験から，

ディジタルアーカイブは文化財や学術資源

のみならず，コミュニティの記憶と記録を残

すための社会的情報基盤として非常に重要

な役割を持っていることを強く認識し，その

認識を反映して研究を進めた。そのため，東

日本大震災アーカイブの取り組みを進める

総務省，国立国会図書館や東北大学等の研究

者，担当者等との連携による意見交換の機会

を設けながら研究を進めた。 

 本研究では，本研究参加研究者による研究

集会に加えて公開のシンポジウムを開催し

て，意見交換を進めた。平成 23 年度は国内

向けシンポジウム（2011 年 12 月於東京），

平成 24 年度は国際シンポジウム（2012 年 12

月於つくば）を開催し，いずれも約 100 名の

参加者を得た。 

 

４．研究成果 

以下では，本研究から得られた主要な研究成

果について概略を述べる。 

(1) メタデータスキーマレジストリを利用し

たコンテンツ情報基盤 

メタデータスキーマに関する情報の流通性

を高めることは，長期利用を含むディジタル

アーカイブの相互運用性の向上にとって不

可欠である。メタデータスキーマを登録・蓄

積・提供するシステムであるメタデータスキ

ーマレジストリは，メタデータスキーマの相

互運用性に関して重要は役割を持っている。

研究代表者等が Dublin Core Metadata 

Initiative (DCMI)との連携の下にレジスト

リの開発運用の経験を持つ。本研究では，こ

の経験を基礎として，研究代表者等も参加し

たチームによって本研究と並行して別途開

発したメタデータスキーマレジストリ

（MetaBridge）を利用し，ディジタルアー

カイブの利用性，開発性向上に関する研究を

進めた。MetaBridge は，従来のレジストリ

と異なりメタデータ語彙に加えて DCMI 

Application Profile の概念に基づくスキーマ



定義を蓄積提供することができる。本研究で

は，このレジストリを利用し，メタデータス

キーマを収集し，再利用性を高めることによ

って相互利用性を向上するための研究を進

めた。（学会発表①⑥⑦） 

一方，メタデータスキーマのモデル中心の

議論に対して，人文科学，地域研究等におい

て作られるデータベースで作られるメタデ

ータの実態を背景として，メタデータスキー

マのモデルが理論的すぎるという批判に対

する議論も行った。メタデータ記述に用いる

語彙の相互運用性の問題はすぐには解決す

ることの難しい問題である。すべての領域の

コンテンツを統一的に扱うメタデータの語

彙を作ることは不可能であり，領域と利用目

的にかなったメタデータ語彙を適切に組み

合わせることが重要である。メタデータ語彙

をインターネット上で相互にリンク可能な

形式で提供すること，それらを収集して，保

存，提供することが必要であり，それを支援

するツールの開発が求められる。 

(2) Cloud 環境におけるディジタル保存のた

めのメタデータ 

Cloud 環境の一般化が進み，個人レベル，組

織レベルでの利用が進んでいる。この背景に

は，モバイル環境の進化とデータ管理のコス

トの問題がある。データストレッジとしての

Cloud の利用は進んでいるものの，長期の保

存に関する研究はあまり行われてこなかっ

た。東日本大震災の経験から，重要な資料の

保存には頑健な環境を提供してくれる Cloud

環境の重要性に関する理解が進んだ。一方，

ディジタル保存に必須とされる機能，特にメ

タデータを適切に記述，管理する機能の

Cloud 上での実現方法に関して十分に検討さ

れてこなかった。 

本研究では，ディジタル保存の国際標準で

ある Open Archival Information System 

(OAIS)を Cloud 環境上に実現することに関

して，メタデータの視点から検討を進めた。

基本的な問題は，OAIS の参照モデルが，

Cloud 環境が持つ階層構造を反映していない

ことである。そのため，本研究では，Cloud

環境上に保存のための階層モデルを提案し，

OAIS の参照モデルで求められる機能とデー

タ実体を実現するモデルの開発を進めた。ま

た，ここでは，提案した階層構造上において，

ディジタル保存のメタデータ標準として広

く認められている PREMIS と METS を基礎

として，メタデータの基盤となるオントロジ

定義を行った。（雑誌論文⑦，学会発表⑨⑪） 

(3) ライフサイクルに基づくアーカイブタス

ク指向のメタデータモデル 

記録管理のためのアーカイブシステムにと

って，記録文書のライフサイクルに合わせた

資料管理は非常に重要な要件である。本研究

においては，ディジタルアーカイブを基盤と

した記録資料管理のために，資料のライフサ

イクルに合わせてリソース管理に用いられ

るメタデータを比較検討し，リソース管理の

ためのタスクを指向した新しいメタデータ

のモデルを提案した。従来のメタデータの標

準規格は，利用目的に合わせて記述対象資料

の記述属性を定義することによって定めら

れてきた。こうして決められた標準はライフ

サイクル中の一部のステージにおいて用い

られるが，ライフサイクル全体を通じたメタ

データの利用のためには，ステージごとに行

われるタスクの視点からメタデータをとら

え，その上で複数のステージにまたがってメ

タデータ間を結び付けていく必要がある。本

研究では，リソースのライフサイクルに応じ

たメタデータ標準規格の特性の分析に基づ

き，アーカイブタスク指向のメタデータモデ

ルを提案し，それに基づくシステマティック

なメタデータ間マッピングの手法を提案し

た。これによって，ディジタルアーカイブに

おける資料のライフサイクル全体を通した

メタデータ管理手法に関する基盤的知見が

得られた。（雑誌論文②⑧，学会発表⑧） 

(4) マンガメタデータおよび多様な形態のコ

ンテンツのディジタルアーカイブ 

ディジタルアーカイブのコンテンツは，文化

財などをディジタル化したものだけではな

く，もともと電子的に作られた書籍や Web

ページ，映像，文書なども含まれる。本研究

では，紙からのディジタル化とディジタル制

作の両方が行われ，かつ多様な表現形態を持

つマンガを対象としたディジタルアーカイ

ブの研究を，メタデータの視点を中心に進め

た。マンガは書籍としても単行本と逐次刊行

物の形態があり，さらにディジタル形式のマ

ンガ，アニメ化といった動的形態が加わる。

また，ストーリ構造以外にページ表現の構造

を持つこと，キャラクタ等の知的実体と深く

つながるといった特色を持ち，この特色に応

じたメタデータスキーマが必要である。本研



究では，こうした多様な形態を持つコンテン

ツの情報の表現とその流通に関する研究を

進め，マンガのためのメタデータフレームワ

ークに関する研究を進めた。また，LOD リ

ソースである DBpedia を利用して，マンガ

の書誌データから IFLA の Functional 

Requirements for Bibliographic Records 

(FRBR)が定める第１グループ実体を同定す

る研究を進めた。この研究には，京都国際マ

ンガミュージアムの協力により提供された

書誌データを利用した。この成果は，多様な

表現型を持つマンガに関し，FRBR の Work

や Expression の実体を介したリンク付けを

行うための技術に関する有用な知見を提供

している。また，マンガ以外にも，東南アジ

アの文化財，学術情報などに関して考察した。

（雑誌論文③④⑤⑥⑨，学会発表②③④⑤） 

(5) 災害とアーカイブに関して ― Cloud

を利用したディジタルアーカイブ 

本研究は，2010 年春にスタートし，初年度

が終わろうとする頃に東日本大震災が発生

した。東日本大震災を目の当たりにして，本

研究におけるディジタルアーカイブの役割，

あり方に対する考え方は大きい影響を受け

た。ディジタルアーカイブは，貴重な学術資

料，学術データ，社会的データ等を収集蓄積

し，長期にわたって保存するものであると，

広く一般化してとらえている。本研究におい

てもこの位置づけに基づいて研究をスター

トした。その一方，ディジタルアーカイブの

災害に対する役割については明確にとらえ

てはいなかった。ディジタルアーカイブに求

められる役割に関し，改めて以下のようなこ

とを東日本大震災から学んだ。 

 モノだけによる記憶・記録の保存は災害

に対して弱い。たとえ資料が電子化され

ていたとしてもデータの保管環境が脆弱

では意味を持たない。 

 メタデータが失われると，たとえ 1 次資

料が残されてもその価値が失われてしま

うことがある。メタデータを保存するに

は，メタデータスキーマ等のメタデータ

に関するメタデータも一緒に保存しなけ

ればならない。 

 １次資料，メタデータ，メタデータスキ

ーマのいずれも電子的に保存すると同時

に長期の利用に供する必要がある。 

こうした問題を解決するには，頑健な

Cloud 環境においてディジタルアーカイブを

構築することが望まれる。Cloud 環境は，頑

健さに加えて，リソース共有によるコスト低

減の役割も持っている。これから将来に向け

て開発が進んでいくであろう公的な Cloud

環境上に文化資産を蓄積するディジタルア

ーカイブが作られることを期待したい。 

ディジタルアーカイブのコンテンツは多

様である。たとえすべてのリソースがビット

データとしては一様であるとしても，コンテ

ンツの種類や利用方針によって管理方法や

利用方法は大きく異なる。今後 Cloud 環境が

さらに発展し，一般化していくことが期待さ

れるが，現時点では，こうした多様性をうま

く吸収するための適切な階層モデルが出来

上がっているとは言えない。 (2)で示した

Cloud 上でのディジタル保存のためのメタデ

ータのモデルは，階層性を持つ Cloud 上での

ディジタルアーカイブ構築環境の標準化に

資することを期待している。（雑誌論文①，

学会発表③） 

(6) まとめ ― ディジタルアーカイブを支

える情報基盤に関して 

多種多様なディジタルコンテンツを収集，蓄

積し，長期にわたって保存・提供する役割を

持つディジタルアーカイブは，ネットワーク

情報化社会における情報インフラである。情

報インフラであるためにはコンテンツの相

互運用性，アーカイブ間の連携性を高める必

要がある。それには，メタデータの流通性を

高めることが必須である。 

こうした視点に基づき，本研究では，メタ

データスキーマレジストリをコアとしたネ

ットワーク上でのコンテンツ流通基盤に関

する研究を進めた。メタデータの基本要素は

メタデータスキーマを構成するメタデータ

語彙である。メタデータ語彙に含まれるすべ

ての語に URI を割り当て，レジストリで管理

することにより，明らかにネットワーク上で

のメタデータの流通性は向上する。一方，あ

る語とある語が同じ意味を持っている，ある

いは上位・下位の関係にあるといった意味的

な関係を決めること，すなわちメタデータ語

彙の意味的問題はレジストリには解決でき

ない問題である。本研究における議論でも，

方言で語られる統制語彙をどうするかとい

った問題提起もなされた。ディジタルアーカ

イブを作ろうとするコミュニティが，自分た

ち自身のことばでメタデータを作ることは，

コミュニティのニーズを満足するという意



味で重要である。したがって，ディジタルア

ーカイブ構築のためのメタデータスキーマ

の定義においてできるだけコミュニティ独

自のことばを使い，その上で相互運用ができ

ねばならない。こうした意味的な問題の解決

には，人間の知恵を利用することが必要であ

り Crowd Sourcing といった人とコンピュー

タの長所を組み合わせることのできる技術

を用いたメタデータスキーマの構築が今後

必要になるのであろう。 
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